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新
潟
県
教
育
界
に
お
け
る
「
学
閥
」
問
題
（
第
六
回
）
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に
い
が
た
県
民
教
育
研
究
所
「
学
閥
」
研
究
会

学
校
の
民
主
的
運
営
・
民
主
的
教
師
集
団
づ
く

り
と
「
学
閥
」
（
そ
の
一
）

｜
｜
管
理
主
義
教
育
体
制
か
ら
学
校
・
教
師
・
子
ど
も
が
活
力
を

と
り
も
ど
す
た
め
に
｜
｜

第
三
章今

、
教
師
は
極
め
て
多
忙
で
あ
る
。
勤
務
時
間
内
に
仕
事
は
終

ら
ず
家
庭
に
仕
事
を
も
ち
帰
り
、
日
曜
日
に
も
部
活
な
ど
の
指
導

で
出
か
け
た
り
で
、
「
教
育
」
に
つ
い
て
の
勉
強
を
す
る
時
間
は

お
ろ
か
、
毎
日
の
新
聞
す
ら
ゆ
っ
く
り
読
む
時
間
も
な
い
ほ
ど
で

あ
る
。
学
校
で
も
同
様
で
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
あ
っ
て
そ
の

学
校
に
み
あ
っ
た
教
育
計
画
を
ね
り
上
げ
て
い
く
ゆ
と
り
も
な

く
、
少
人
数
の
「
運
営
委
員
会
」
で
決
め
た
案
が
「
職
員
会
議
」

で
「
伝
達
」
さ
れ
、
次
々
と
仕
事
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
く
。
ま

た
形
式
的
な
書
類
の
作
成
な
ど
も
年
々
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
教
師
が
忙
し
く
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

「
教
育
の
実
」
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
次

々
と
発
生
す
る
問
題
に
毎
日
追
い
ま
く
ら
れ
て
い
る
。
校
内
の
教

師
に
は
何
と
な
く
「
序
列
」
が
あ
っ
て
、
対
等
に
、
率
直
に
話
を

す
る
と
い
う
雰
囲
気
は
年
々
失
わ
れ
て
い
く
。
教
師
の
自
発
性
は

失
わ
れ
、
教
師
は
働
き
パ
チ
的
「
実
務
マ
シ
l
ン
」
と
化
し
、
身

体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
は
て
た
教
師
が
増
加
し
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
学
校
や
教
師
の
「
現
実
」
は
、
一
言
で
い
え
ば
、

「
管
理
主
義
教
育
」
路
線
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
新
潟
県
の
小

・
中
学
校
を
「
支
配
」
す
る
各
派
閥
は
、
「
国
」
の
「
文
教
政
策
」

と
し
て
意
図
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
「
管
理
主
義
教
育
」
路
線
に

迎
合
し
、
派
閥
の
統
制
力
を
「
教
師
の
心
」
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
路
線
に
教
師
を
駆
り
立
て
、
従
わ
せ
た
。

派
閥
は
タ
テ
の
人
間
関
係
を
特
徴
と
す
る
封
建
的
人
間
関
係
に
も

と
，
つ
い
て
「
教
員
が
教
員
を
支
配
す
る
」
組
織
で
あ
り
、
「
管
理

主
義
教
育
」
路
線
が
政
策
や
法
令
と
し
て
「
表
向
き
」
に
展
開
さ

れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
派
閥
は
「
教
員
の
心
を
管
理

し
、
支
配
す
る
」
乙
と
を
通
じ
て
、
「
内
側
か
ら
」
そ
れ
を
、
補
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完
し
て
き
た
。
そ
の
最
も
「
強
力
な
」
手
だ
て
と
な
っ
て
き
た
の

は
「
管
理
職
ポ
ス
ト
」
の
独
占
支
配
と
各
派
閥
へ
の
指
定
席
化
で

あ
っ
た
。
乙
乙
で
は
最
初
に
一
九
八
七
（
昭
六
二
〉
年
の
異
動
に

お
け
る
派
閥
の
管
理
職
ポ
ス
ト
支
配
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。

A 

一
九
八
七
（
昭
六
ニ
）
年
の
異
動
に
み
る
「
派
閥
」
の
管
理
職

ポ
ス
ト
支
配
の
実
態
と
「
関
内
競
争
」
の
「
内
側
」

一
九
八
七
（
昭
六
ニ
）
年
の
教
頭
昇
任
は
「
検
友
会
」
が
倍
増

ー
校
長
・
教
頭
へ
の
昇
任
も
所
属
派
閥
の
空
き
ポ
ス
ト
次
第
l

新潟県教育界における「学閥j問題（第六回）

新
潟
県
の
小
・
中
学
校
の
校
長
・
教
頭
な
ど
の
管
理
職
の
所
属
派

閥
は
各
学
校
ど
と
に
、
「
調
整
」
の
た
め
の
多
少
の
変
動
は
あ
る
も

の
の
、
ほ
と
ん
ど
固
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
校
長
・
教
頭
な
ど

の
任
用
は
、
表
向
き
は
「
公
的
な
選
考
試
験
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
質
的
に
は
そ
の
年
度
の
各
派
閥
の
退
職

者
や
、
教
頭
の
場
合
で
あ
れ
ば
校
長
へ
の
昇
任
者
の
数
に
み
あ
っ
た

数
が
各
派
閥
ご
と
に
任
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
校
長
や
教
頭
の
選

考
に
あ
た
っ
て
は
、
派
閥
を
乙
え
た
（
あ
る
い
は
『
派
閥
』
に
と
ら
わ
れ

な
い
）
選
考
は
あ
り
え
ず
、
完
全
に
「
閥
内
競
争
」
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
一
九
八
六
（
昭
六
一
）
お
よ
び
一
九
八
七
（
昭
六
二
）
年

春
の
異
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
教
頭
の
新
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
両
年
度
の
異
動
の
各
派

JI 

閥
ご
と
の
実
数
を
第
1
表
お
よ
び
第
2
表
に
示
す
。

こ
れ
ら
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
年
度
の
派
閥
ご
と
の
新
任

教
頭
数
は
そ
の
派
閥
の
ア
キ
席
の
数
に
見
合
っ
て
い
る
。
乙
の
問
、

廃
校
・
統
合
な
ど
の
学
校
数
減
に
よ
る
管
理
職
ポ
ス
ト
数
の
減
少
は
、

結
果
的
に
は
す
で
に
全
員
が
五
十
六
才
以
上
と
な
っ
て
い
る
「
青
菖

会
」
の
ポ
ス
ト
を
「
食
い
つ
ぶ
し
」
て
「
処
理
」
さ
れ
て
い
る
。
管

理
職
任
用
が
「
閥
内
競
争
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
所
属
派
閥
ご
と

に
そ
の
「
競
争
率
」
が
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
と
き
わ
会
」

に
あ
っ
て
は
教
頭
試
験
受
験
対
象
者
に
対
す
る
空
き
ポ
ス
ト
の
数
が

「
公
孫
会
」
に
く
ら
べ
て
少
な
く
、
よ
り
「
狭
き
門
」
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
年
度
ご
と
の
、
そ
の
「
派
閥
」
の
「
空
き
ポ
ス
ト
事
情
」

に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
「
検
友
会
」
の
教
頭
新
任
は

一
九
八
六
年
度
は
七
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
八
七
年
度
に
は
ア

キ
席
の
増
加
に
よ
り
一
挙
に
一
六
名
と
二
倍
以
上
に
な
っ
た
。
「
女

教
員
会
」
は
年
度
ご
と
の
派
閥
内
部
の
事
情
に
よ
り
「
貸
し
借
り
」

に
よ
っ
て
調
整
が
は
か
ら
れ
、
現
在
女
性
校
長
は
十
二
名
、
女
性
教

頭
は
八
名
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
に
初
め
て
女
性
校
長
が
五
名
誕
生

し
た
が
、
女
性
校
長
は
そ
の
後
、
四
十
年
間
で
わ
ず
か
七
名
し
か
増

加
し
て
い
な
い
。
女
性
教
頭
も
全
体
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
ず
、

女
性
教
頭
の
比
率
と
い
う
点
か
ら
だ
け
み
る
と
既
に
四
校
に
一
校
は

女
性
教
頭
と
な
っ
て
い
る
京
都
府
の
小
学
校
な
ど
と
は
大
き
な
差
が

あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
管
理
職
の
任
用
は
「
派
閥
」
ど
と
の
「
収
支

勘
定
」
の
も
と
に
行
わ
れ
、
調
整
の
範
囲
は
「
消
滅
過
程
」
に
あ
る
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第 1表 1987年（悶62）年春の教頭の新任における派閥支配の実態
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第2表 1986年（昭61)年春の教頭の新任における派閥支配の実態

（＊は養護学校校長ポスト純増各1を含む）。
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「
青
菖
会
」
を
の
ぞ
い
て
校
長
・
教
頭
ポ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス

4
程
度
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
増
減
」
も

「
貸
し
借
り
」
と
し
て
次
年
次
以
降
に
「
繰
り
越
さ
」
れ
、
各
派
閥

は
「
一
人
た
り
と
も
ゆ
ず
ら
な
い
」
と
す
る
「
強
い
姿
勢
」
で
管
理

職
ポ
ス
ト
の
利
権
支
配
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
全
体
と
し
て
み
る
と

新
潟
県
の
小
・
中
・
養
護
学
校
の
管
理
職
ポ
ス
ト
は
乙
の
よ
う
な
「
派

閥
連
合
」
に
よ
っ
て
完
全
に
独
占
さ
れ
、
無
派
閥
の
管
理
職
は
一
人

も
い
な
い
。
つ
ま
り
、
派
閥
に
所
属
し
な
い
教
員
を
管
理
職
か
ら
完

全
に
し
め
出
し
て
い
る
。

新潟県教育界における「学閥」問題（第六回）

学
校
ご
と
に
固
定
し
た
校
長
・
教
頭
の
所
属
派
閥

｜
｜
「
公
孫
会
」
の
「
拠
点
校
」
に
つ
く
り
か
え
ら
れ
た
新
発
田
市

松
浦
小
学
校
l
l

新
潟
県
の
小
・
中
学
校
の
管
理
職
ポ
ス
ト
は
、
前
述
の
よ
う
に
派

閥
ご
と
の
実
数
だ
け
で
な
く
、
そ
の
学
校
ま
で
が
各
派
閥
に
よ
っ
て

固
定
し
て
い
る
。
公
立
学
校
の
管
理
職
ポ
ス
ト
が
特
定
の
私
的
団
体

の
「
指
定
席
」
に
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
と

で
は
今
春
（
一
九
八
七
年
）
の
校
長
の
異
動
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を

具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

今
春
の
校
長
の
異
動
は
小
学
校
で
二
三
八
名
（
新
任
三
三
名
、
転

任一

O
七
名
〉
、
中
学
校
で
九
八
名
（
新
任
三
六
名
、
転
任
六
二
名
〉
の

計
三
三
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
三

O
九
校
（
九
二
一
筋
）
に
前
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任
者
と
閉
じ
「
派
閥
」
に
属
す
る
校
長
が
赴
任
し
た
。
し
た
が
っ
て

所
属
派
閥
の
異
な
る
校
長
が
赴
任
し
た
学
校
は
小
学
校
で
二
二
校
、

中
学
校
で
は
五
校
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
学
校
の
一
覧
を
第
3
表

に
示
す
。
乙
れ
ら
の
う
ち
「
青
菖
会
」
と
の
交
替
は
小
学
校
で
九
例

あ
り
、
中
学
校
で
は
五
例
と
も
「
青
菖
会
」
と
「
と
き
わ
会
」
と
の

交
替
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
は
青
菖
会
の
「
消
滅
過
程
」
に
と
も
な
う

調
整
で
あ
る
。
な
お
第
3
表
で
「
と
き
わ
検
友
」
と
し
た
の
は
「
と

き
わ
会
」
の
底
護
の
も
と
に
生
き
の
び
る
た
め
に
「
と
き
わ
会
」
に

も
二
重
に
加
入
し
て
い
る
検
友
会
員
の
乙
と
で
あ
っ
て
「
と
き
わ
会
」

の
従
属
下
に
あ
る
。
小
学
校
の
残
り
に
つ
い
て
も
八
例
は
「
検
友
会
」

と
の
交
替
、
一
例
は
指
定
ポ
ス
ト
を
も
た
な
い
「
女
教
員
会
」
と
の

交
替
で
、
ほ
か
に
「
新
陽
会
」
と
の
交
替
が
三
例
で
あ
る
。
「
と
き

わ
会
」
と
「
公
孫
会
」
の
交
替
は
今
春
の
校
長
異
動
三
三
六
件
の
う

ち
、
新
発
田
市
松
浦
小
学
校
の
一
例
し
か
な
い
。
乙
の
交
替
の
裏
に

は
次
の
よ
う
な
「
派
閥
」
の
策
略
が
あ
る
。
新
発
田
市
内
で
は
こ
れ

ま
で
荒
川
小
学
校
が
「
公
孫
会
」
の
「
拠
点
校
」
で
、
校
長
も
教
頭

も
「
公
孫
会
」
の
「
指
定
席
」
に
さ
れ
て
い
た
（
ほ
か
に
新
発
田
市
内

で
は
竹
俣
小
学
校
の
教
頭
ポ
ス
ト
が
「
公
孫
会
」
の
「
指
定
席
」
で
あ
る
）
。

そ
の
荒
川
小
学
校
が
今
春
、
廃
校
と
な
っ
た
た
め
に
、
そ
の
隣
の
松

浦
小
学
校
に
「
公
孫
会
」
が
「
拠
点
校
」
を
「
引
っ
越
し
」
し
た
の

で
あ
る
。
松
浦
小
学
校
は
校
長
は
一
九
八
五
年
度
ま
で
は
女
教
員
会

で
あ
り
、
一
九
八
六
年
に
と
き
わ
校
長
が
赴
任
し
て
一
年
し
か
た
っ

て
い
な
か
っ
た
が
、
乙
の
校
長
が
県
教
委
義
務
教
育
課
指
導
主
事
に



学級数 へき地 前任校長 新任校長 教頭派閥

小学校（238校中22校）

新発田市・菅谷小 9 青菖会 ときわ会 検友会＊

柏崎市・鵜川小 4 へ 1 青 菖 会 公孫会 公孫会

上越市・保倉小 10 青菖会 公孫会 公孫会

中 顕・黒川小 5 青菖会 公孫会 公孫会

南 魚・栃寝小 3 へ2 青 菖 会 新陽会 公孫会

~t 滞・築地小 6 ときわ会 背高会 ときわ会

十日町市・真田小 3 へ1 公孫会 背首会 新陽会

一 島・塚山小 6 公孫会 背菖会 公孫会

中 顕・南川小 7 公孫会 背菖会 公孫会

村上市・大栗田小＋ へ4 検友会事 ときわ会 ときわ会

柏崎市・米山小 6 検友会 公孫会 公孫会

西 頭・下名立小 5 検友会 公孫会 公孫会

西 蒲・越前小 6 ときわ会 検友会＊ 公孫会

南 魚・五十沢小 6 へ 1 ときわ会 検友会 ときわ会

十日町市・下条小 13 公 孫 会 検友会＊ 公孫会

新井市・猿橋小 5 準へ 公孫会 検友会 公孫会

中 頭・上下浜小 7 公孫会 検友会 公孫会

メ。 羽・石地小 7 新陽会 公孫会 公孫会

三条市・大島小 6 公孫会 新陽会 ときわ会

岩 船・安角小 4 準へ 公孫会 新陽会 検友会

中 務・川内小 7 ときわ会 女教員会 ときわ会

新発岡市・松浦小 6 ときわ会 公孫会 公孫会

中学校（98校中5校〉

三条市・本成寺中 10 青菖会 ときわ会 ときわ会

加茂市・須田中 3 青菖会 ときわ会 宵菖会

佐 渡・金泉中 3 へ 1 青 菖 会 ときわ会 公孫会

新発岡市・東 中 14 青菖会 ときわ会 ときわ会

新発岡市・本丸中 24 ときわ会 宵宮会 ときわ会

第3表 1987 （昭62）年春の異動で校長の所属派閥が変更になった学校

(336校中の27校）の一覧（＊印は「ときわ検友Jを示す）

＋村上市大栗田小・中学校の校長を分離（大栗田小；児童数 1名）
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転
出
し
、
そ
の
あ
と
に
公
孫
会
校
長
が
新
任
で
赴
任
し
た
。
ま
た
教

頭
も
乙
れ
ま
で
と
き
わ
会
の
「
指
定
席
」
で
あ
っ
た
が
、
と
き
わ
教

頭
は
校
長
で
転
出
し
、
そ
の
あ
と
に
荒
川
小
学
校
の
公
孫
会
教
頭
が

転
任
し
て
乙
乙
に
松
浦
小
学
校
は
公
孫
会
の
「
拠
点
校
」
に
生
ま
れ
か

わ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
「
シ
ナ
リ
オ
」
は
両
閥
で
あ
ら
か
じ
め
「
合

意
」
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
ほ
か
今
春
、
小
学
校

の
所
属
派
間
が
変
更
に
な
っ
た
こ
二
校
の
教
頭
派
閥
を
み
る
と
〈
第

3
表
）
公
孫
会
が
圧
倒
的
に
多
い
（
十
四
校
）
の
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
校
長
や
教
頭
の
任
用
は
手
続
的
に
は
県
教
育
長
が
選
考
し
、
県

教
育
委
員
会
が
任
命
す
る
乙
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
公
正
な
運

用
が
派
閥
の
不
当
な
支
配
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
て
い
る
現
実
を
容
認

し
て
い
る
県
教
育
長
と
県
教
育
委
員
会
の
責
任
は
免
れ
え
な
い
。

新潟県教育界における「学問」問題（第六回）

派
閥
の
「
指
定
席
」
を
利
用
し
た
「
玉
っ
き
」
人
事
異
動

l
l
一
九
八
七
年
の
管
理
職
異
動
に
み
る
人
事
異
動
の
動
態
｜
｜

以
上
の
よ
う
に
、
各
学
校
の
管
理
職
ポ
ス
ト
は
各
派
閥
の
「
指
定

席
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
管
理
職
の
異
動
に
お
い
て
は
各
派
閥
ご

と
に
そ
の
「
指
定
席
」
を
わ
た
り
歩
く
「
玉
っ
き
」
式
の
異
動
系
列

が
形
成
さ
れ
る
。
一
九
八
七
（
昭
六
二
）
年
の
異
動
に
お
け
る
そ
の

よ
う
な
系
列
の
例
を
各
派
閥
ご
と
に
第
4
表
に
示
し
た
。
乙
乙
に
は

そ
の
よ
う
な
利
権
支
配
の
「
動
態
」
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
公
孫
会
」
の
①
の
系
列
は
上
越
地
域
内
で
の
異
動
で
あ
る

75 

A 公孫会の例

①新井小教諭→糸魚川・下早Ill小教踊｛昇任）→県立美術陣物館学芸課長→東頭・浦生小校長〈昇任〉

→函顕・磁部小校長→上組・谷浜小校長→上位・2岡小校長『退職

＠新大附属長問中教諭→柏崎・北条中教頭（昇任）→北魚・福山小校長（昇任〉『柏崎・北条南小校長

→伯尚・半田小校長→柏崎・柏崎小校長→迫喰

＠西浦・中之口中教諭『新淘・山潟中教蹴（昇任）『新湾・木山小校長〈昇圧）→新調・南中野山小校長

→西繍・巻夜中校長→西浦・弥彦小校長→迫喰

＠中顕・笑守，j、教諭→糸魚川・小潟小教頭〈昇任〉→上~・谷浜小教頭→白担・戸石小校長（昇任〉→

→街潟・丸山小校長→村上・瀬波小校長→迫喰

B ときわ会の例

＠加茂西小教諭『中魚・上野小教頭〈昇任・｝ー十日町・川治小教頭→中魚・三箇小校長（昇任）→長岡・

柿小校長→小千谷・千i日中校長→南浦・大面小校長→長岡・大島小校長4 三条・条南小校長→退喰

＠ 長岡・阪之上，j、教諭『三条・井栗小教頭〈昇任〉→加茂・石川小教頭→加茂中教頭→新潟県保育専門学

院教務課長→佐渡・大海小校長（昇任）→両津・加茂小校長『退験

続大謝属新渇ヰ敬輪唱骨｛｝・LllfJ悶判傾明白『県教育庁刻防政務担会教育主事噌岩紛・三曲川銀（鼻白→遥掠

商務・吉田小教諭→北部・京ケ編小教頭（昇任）→新潟・新調小教頭→岩船・小俣小校長〈界任〉→

新潟・衛浜中校長→新潟・万代小佼艮→街潟・沼愛小校長『新潟・白山小校長→退駿

c 新閥会の例

＠新涼五中（海外派遣〉校長『筒繍・月縄中校長→北総・京ケ編中校長→新潟・大江山中校長→十日町・

中条中校長→上飴・繊磁中校長→:It浦・加治川中校長→退職

＠ 中涌・砲射暢←岩骨a・瓢跡撒踊明白→県立清少年研修センター指導島，佐渡・樹住椴長傍白『国司・
D 検友会の例 制戟！｛－jg織

＠ 民間・川崎小教繍→十日町・六簡小教頭（鮮任〉『三条・旭小教頭→北魚・上条小校長（昇任〕→

小千谷・南中校長→十日町地区指導主事→南魚・五十沢小校長

第4表 各派閥の「指定席Jを利用した玉っき人事異動の例（ 1987年）

① 

＠ 
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が
、
乙
乙
で
は
県
立
美
術
博
物
館
（
新
潟
市
）
の
学
芸
課
長
が
「
公

孫
会
」
の
準
校
長
格
の
指
定
席
（
館
長
も
「
公
孫
会
」
の
校
長
格
指
定

席
）
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
す
が
よ
く
わ
か
る
。
②
は
柏
崎
市
を
中
心

と
す
る
異
動
で
あ
り
、
新
潟
大
附
属
長
岡
中
学
校
か
ら
の
新
任
（
国

語
）
で
あ
る
。
附
属
長
問
中
の
国
語
担
当
は
二
名
で
、
一
席
が
「
と

き
わ
会
」
、
一
席
が
「
公
孫
会
」
の
「
指
定
席
」
に
さ
れ
て
お
り
、

昇
任
者
は
勿
論
、
「
公
孫
会
」
で
あ
る
。
＠
は
比
較
的
「
公
孫
会
」
の

「
指
定
席
」
の
少
な
い
新
潟
市
・
西
蒲
原
郡
地
域
に
お
け
る
異
動
で
、

そ
れ
ら
の
「
指
定
席
」
を
つ
な
い
だ
玉
っ
き
異
動
の
系
列
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
④
は
上
越
地
方
と
下
越
地
方
の
公
孫
会
の
「
指
定
席
」

を
つ
な
ぐ
広
域
的
な
異
動
系
列
の
例
で
あ
る
。

「
と
き
わ
会
」
の
場
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
⑤
は
今
回
の
異
動
の

中
で
「
と
き
わ
会
」
の
「
指
定
席
」
を
利
用
し
た
最
も
長
い
「
玉
っ

き
」
の
系
列
を
示
し
て
い
る
。
⑥
は
新
潟
県
保
育
専
門
学
院
（
新
潟

市
）
の
教
務
課
長
（
英
語
担
当
〉
も
「
と
き
わ
会
」
の
準
校
長
格
「
指

定
席
」
で
あ
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
⑦
の
新
任
者
の
新
潟
大
附
属

新
潟
中
学
校
は
女
性
教
員
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
「
と
き
わ
会
」
の
「
指

定
席
」
に
さ
れ
て
い
る
（
本
連
載
第
三
回
参
照
〉
。
ま
た
県
教
育
庁
文

化
行
政
課
社
教
主
事
も
「
と
き
わ
会
」
の
準
校
長
格
の
「
指
定
席
」

で
あ
る
乙
と
を
示
し
て
お
り
、
派
閥
の
支
配
は
県
の
文
化
行
政
・
文

化
財
行
政
に
も
及
ん
で
い
る
。
③
で
は
新
潟
市
内
の
校
長
ポ
ス
ト
に

対
す
る
と
き
わ
会
の
「
格
付
け
」
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
新
陽
会
」
や
「
検
友
会
」
に
あ
っ
て
は
「
指
定
席
」
が
分
散
し
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て
い
る
た
め
に
、
広
域
的
な
異
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
＠
、
⑩
、

＠
は
そ
の
よ
う
な
例
を
示
し
て
い
る
。
「
派
閥
」
が
な
く
な
れ
ば
、

「
派
閥
」
の
「
指
定
席
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
す
べ
て
の
学
校
が
異
動

の
対
象
校
と
な
り
、
家
族
と
の
生
活
に
も
無
理
を
生
じ
る
乙
と
な
く
、

も
っ
と
教
育
に
う
ち
乙
め
る
生
活
・
教
育
条
件
が
得
ら
れ
る
も
の
と

恩
わ
れ
る
が
、
現
在
で
は
派
閥
の
「
指
定
席
」
の
た
め
に
、
わ
ざ
わ

ざ
単
身
赴
任
な
ど
の
無
理
な
異
動
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
ば
か
ば
か

し
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

「
新
聞
辞
令
」
の
雁
首
写
真
に
も
「
派
閥
」
へ
の
「
気
く
ば
り
」
が

ー
ー
は
か
ら
ず
も
露
呈
す
る
県
義
務
教
育
行
政
の
「
派
閥
感
覚
」
’
｜

毎
年
、
三
月
末
に
な
る
と
そ
の
年
度
の
教
員
異
動
が
新
聞
紙
上
で

報
道
さ
れ
る
。
乙
の
時
、
あ
わ
せ
て
何
人
か
の
「
主
な
」
校
長
の
顔

写
真
（
い
わ
ゆ
る
雁
首
写
真
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
乙
れ
ら
の
写
真
は
県

教
委
か
ら
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
提
供
さ
れ
る
が
、
だ
れ
の
写
真
を
提
供

す
る
か
と
い
う
点
に
も
各
派
閥
へ
の
「
気
く
ば
り
」
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。一

九
八
七
（
昭
六
二
）
年
三
月
二
六
日
付
の
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、

「
読
売
」
の
各
紙
は
教
員
異
動
名
簿
と
と
も
に
、
十
名
の
顔
写
真
を

掲
載
し
た
（
「
新
潟
日
報
」
は
こ
の
う
ち
七
名
を
掲
載
し
た
）
。
そ
の
十

名
の
内
訳
と
派
閥
を
具
体
的
に
み
る
と
、
小
学
校
で
は
藤
田
均
長

岡
市
千
手
小
学
校
長
（
前
・
中
越
教
育
事
務
所
学
校
管
理
課
長
・
と
き
わ
会
）
、
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高
橋
恒
夫
新
潟
市
白
山
小
学
校
長
〈
前
・
沼
垂
小
学
校
長
・
と
き
わ
会
）
、

村
山
芳
正
柏
崎
小
学
校
長
（
前
・
半
田
小
学
校
長
・
公
孫
会
）
、
堺
嘉
治

上
越
市
大
手
町
小
学
校
長
（
前
・
県
教
委
義
務
教
育
課
長
・
公
孫
会
）
、

鍋
谷
総
子
中
蒲
・
川
内
小
学
校
長
（
前
・
赤
塚
小
教
頭
・
女
教
員
会
）

の
五
名
で
、
中
学
校
で
は
前
川
俊
三
新
潟
市
内
野
中
学
校
長
（
前
・

東
石
山
中
学
校
長
・
と
き
わ
会
）
、
八
木
弘
上
越
市
城
北
中
学
校
長

（
前
・
糸
魚
川
中
学
校
長
・
公
孫
会
）
、
樋
口
三
郎
新
津
第
一
中
学
校
長

（
前
・
亀
田
中
学
校
長
・
新
陽
会
）
、
川
崎
喜
市
三
島
・
与
板
中
学
校
長

（
前
・
西
蒲
・
木
場
小
学
校
長
・
検
友
会
）
、
模
坂
宣
弘
新
発
田
市
本
丸

中
学
校
長
（
前
・
県
教
委
義
務
教
育
課
副
参
事
・
青
菖
会
〉
の
五
名
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
中
学
校
で
は
女
教
員
会
を
の
ぞ
く
（
中
学
校
に
は

女
性
校
長
は
い
な
い
）
五
つ
の
派
閥
か
ら
各
一
名
づ
つ
を
選
び
出
し
、

小
学
校
で
は
女
教
員
会
一
名
を
入
れ
て
残
り
を
と
き
わ
会
二
名
、
公

孫
会
二
名
と
「
仲
良
く
」
折
半
さ
せ
て
い
る
。
乙
の
よ
う
な
派
閥
の

「
バ
ラ
ン
ス
感
覚
」
に
、
は
か
ら
ず
も
新
潟
県
の
義
務
教
育
行
政
が
ど

の
よ
う
な
「
感
覚
」
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
一
端
が
露
呈
し

て
い
る
。
ま
た
各
派
閥
ご
と
の
人
選
は
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
そ
の

閥
の
「
有
力
者
」
で
あ
る
乙
と
を
「
印
象
」
づ
け
よ
う
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
一
九
八
六
年
度
の
十
名
（
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
一
九
八
六
年

三
月
二
六
日
付
〉
の
内
訳
は
と
き
わ
会
3
、
公
孫
会
3
、
新
陽
会
2
、

検
友
会
1
、
女
教
員
会
1
で
、
青
菖
会
の
一
名
が
新
陽
会
に
な
っ
て

い
る
点
を
の
ぞ
い
て
は
一
九
八
七
年
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
「
新
潟
日

報
」
で
は
乙
の
う
ち
九
名
（
新
鴎
会
が
一
名
）
の
写
真
を
掲
載
し
た
。
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毎
年
の
教
員
異
動
の
報
道
に
あ
た
っ
て
は
県
教
育
長
か
ら
「
優
秀

な
新
人
を
登
用
し
、
清
新
の
気
風
を
導
入
し
た
」
と
か
の
「
基
本
方

針
」
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
は
戦
前
の
「
教
育
疑
獄
」
の
時

代
か
ら
の
使
い
古
さ
れ
た
「
慣
用
語
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
証
拠
に
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
新
潟
県
教
育
界
に
「
清
新
の
気
風
」
が
み
な
ぎ
っ

て
き
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
「
今
年
も
ま
た
、
例
年
と
同
じ
よ
う

に
、
各
派
閥
の
『
指
定
席
』
に
し
た
が
っ
て
異
動
を
行
っ
た
」
と
い
う

の
が
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
全
く
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
り
、

何
よ
り
も
優
先
す
る
異
動
の
「
基
本
方
針
」
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
な
お
余
談
に
な
る
が
、
新
潟
県
関
係
の
百
科
事
典
に
新
潟

県
民
に
も
関
係
が
深
い
こ
れ
ら
の
「
派
閥
」
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ

る
か
ど
う
か
を
調
べ
て
み
る
と
「
新
潟
県
大
百
科
事
典
」
（
新
潟
日
報
事

業
社
・
一
九
七
七
年
）
に
は
「
と
き
わ
会
」
と
「
公
孫
会
」
の
項
目
が

あ
る
が
「
新
潟
県
民
百
科
事
典
」
（
野
島
出
版
・
一
九
七
七
年
）
に
は
な

い
。
「
公
孫
会
」
の
「
場
所
」
は
「
高
速
自
動
車
道
用
地
事
務
所
」
か

ら
「
小
唄
勝
太
郎
」
に
、
「
と
き
わ
会
」
の
「
場
所
」
は
「
時
水
城
」

か
ら
「
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ
ウ
」
に
と
ん
で
い
る
。
な
お
後
者
の
「
百
科

事
典
」
の
編
集
に
は
多
く
の
「
派
閥
」
関
係
者
が
参
加
し
て
い
る
。

洗
脳
・
自
己
規
制
・
「
忠
誠
競
争
」
の
過
程
と
し
て
の
派
閥
人
生

｜
｜
教
師
の
生
き
が
い
を
嬢
小
化
さ
せ
る
「
閥
内
競
争
」
｜
｜

各
派
閥
で
は
教
頭
試
験
や
校
長
試
験
の
受
験
希
望
者
を
対
象
と
し
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た
「
研
修
会
」
を
閥
内
で
開
催
し
て
い
る
。
管
理
職
へ
の
任
用
は
、

管
理
職
ポ
ス
卜
が
各
派
閥
の
完
全
指
定
席
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
そ

の
「
閥
」
の
空
き
ポ
ス
ト
を
め
ぐ
る
「
閥
内
の
競
争
」
に
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
過
程
で
本
来
の
公
的
な
試
験
の
あ
り
方
を
ふ
み
は
ず

し
た
不
公
正
や
汚
職
ま
が
い
の
乙
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
管
理
職
任
用
を
テ
コ
と
し
た
派
閥
会
員
へ
の
統
制
は
管

理
職
試
験
受
験
対
象
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、

種
々
の
「
年
度
輪
切
型
」
の
「
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
若
手
会
員

を
も
統
制
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
公
孫
会
」
に
お
い
て
は
「
教
職

の
全
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
の
不
断
の
研
修
」
と
称
し
て
新
採

用
か
ら
十
年
固
ま
で
の
「
青
年
部
研
修
会
」
、
十
一
年
目
か
ら
十
四

年
固
ま
で
の
「
中
堅
前
期
教
員
研
修
会
」
、
十
五
年
目
か
ら
十
七
年

目
ま
で
の
「
中
堅
後
期
教
員
研
修
会
」
さ
ら
に
教
頭
試
験
や
校
長
試

験
の
「
受
験
対
策
」
と
し
て
の
そ
れ
ぞ
れ
「
幹
部
教
員
研
修
会
」
が

行
わ
れ
、
ほ
か
に
上
越
教
育
大
学
大
学
院
へ
の
進
学
希
望
者
の
た
め

の
「
大
学
院
進
学
研
修
会
」
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
は
会

員
が
経
験
や
年
令
の
ち
が
い
を
乙
え
て
率
直
に
意
見
を
か
わ
す
「
研

修
」
で
は
な
く
、
年
齢
と
「
職
階
」
に
よ
っ
て
「
輪
切
り
」
に
さ
れ

た
「
研
修
」
で
、
「
長
幼
の
序
」
と
上
意
下
達
を
特
徴
と
し
、
す
べ
て

の
「
研
修
」
は
管
理
職
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
中
堅

後
期
」
は
教
頭
の
「
前
段
階
」
と
し
て
の
「
主
任
」
を
め
ざ
す
「
事

前
教
育
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
管
理
職
を

め
ざ
す
「
閥
内
競
争
」
は
す
で
に
「
青
年
部
研
修
会
」
か
ら
始
ま
っ
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て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
時
期
か
ら
乙
れ
ら
に
「
ま
じ
め
」
に
出
席

し
、
派
閥
幹
部
の
い
う
乙
と
を
よ
く
聞
き
、
ま
た
派
閥
の
方
針
や
路

線
か
ら
踏
み
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
「
自
己
規
制
」
し
、
教
員
生
活
か

ら
私
生
活
に
い
た
る
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
派
閥
に
対
し
て

「
忠
誠
」
で
あ
る
乙
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
「
閥
内
競
争
」
の
勝
利
者

に
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
派
閥
の
行
な
っ
て
い
る
「
校
長
研
修
会
」
、
「
教
頭
研
修
会
」

の
内
容
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。
乙
れ
ら
は
各
派
閥
ご
と
に
、
さ

ら
に
各
地
区
ご
と
に
聞
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
、
数
回
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
研
修
」
の
内
容
は
「
校
長
・
教
頭
の
あ
る

べ
き
姿
」
で
あ
る
と
か
、
「
学
校
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
」
と
か
が

主
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
学
校
の
民
主
的
運
営
よ
り
も
管
理

職
の
「
権
限
」
や
「
上
位
の
権
力
」
に
「
素
直
」
に
従
う
乙
と
を
強
調

す
る
「
洗
脳
」
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
講
師
に
は
そ
の
地
域
の
そ

の
派
閥
の
「
有
力
」
現
職
校
長
の
ほ
か
、
し
ば
し
ば
そ
の
派
閥
の
県

教
委
管
理
主
事
・
指
導
主
事
や
そ
の
経
験
者
な
ど
、
校
長
試
験
や
教

頭
試
験
に
か
か
わ
っ
た
「
講
師
」
が
招
か
れ
、
社
会
的
不
正
行
為
が

「
平
然
」
と
行
わ
れ
て
い
る
。
「
研
修
会
」
で
は
「
講
義
」
の
ほ
か

に
、
乙
の
よ
う
な
「
講
師
」
が
小
論
文
課
題
を
与
え
て
そ
れ
を
添
削

す
る
乙
と
も
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
校
長
試
験
や
教
頭
試
験
の
「
一
次

選
考
」
合
格
者
に
は
そ
の
後
、
「
一
次
選
考
合
格
者
研
修
会
」
が
行

わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い
て
八

O
O字
程
度
の

作
文
を
「
有
力
」
校
長
に
提
出
し
、
「
研
修
会
」
の
当
日
は
そ
れ
に
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つ
い
て
の
「
個
人
的
」
な
「
添
削
指
導
」
を
う
け
、
ま
た
「
面
接
」

の
練
習
も
行
わ
れ
る
。
「
作
文
」
の
課
題
と
し
て
は
「
教
課
審
」
や

「
臨
教
審
」
な
ど
の
国
策
審
議
会
の
「
打
ち
出
し
た
」
方
向
を
、
そ

の
ま
ま
無
批
判
に
前
提
と
し
、
そ
の
答
申
の
意
を
・
つ
け
て
「
あ
な
た

が
校
長
（
ま
た
は
教
頭
）
と
し
て
あ
な
た
の
学
校
で
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
努
力
し
ま
す
か
。
」
と
い
っ
た
類
の
も
の
が
多
い
。
な
お
校
長

試
験
や
教
頭
試
験
の
試
験
問
題
は
お
お
や
け
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
「
公
孫
会
」
で
は
過
去
五
年
間
の
教
頭
第
一
次
テ
ス
ト
問

題
や
校
長
・
教
頭
面
接
時
の
質
問
を
事
項
別
に
分
類
し
、
解
説
を
加

え
た
「
研
修
資
料
」
を
希
望
者
に
有
料
で
頒
布
し
て
い
る
。
「
女
教

員
会
」
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
「
研
修
会
」
が
上
・
中
・
下
越
の

三
地
区
に
分
け
て
毎
月
一
回
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
講
師
」
に
は

「
と
き
わ
会
」
や
「
公
孫
会
」
に
属
す
る
県
教
委
お
よ
び
各
教
育
事

務
所
の
現
職
管
理
主
事
・
指
導
主
事
な
ど
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
乙

乙
に
も
「
女
教
員
会
」
の
こ
れ
ら
の
派
閥
に
対
す
る
容
認
・
従
属
の

体
質
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
「
研
修
会
」
は
当
然
、
「
有
料
」

で
あ
り
、
「
講
師
」
に
は
「
謝
礼
」
が
支
払
わ
れ
、
「
献
酬
会
」
と

カ
ゲ
口
を
た
た
か
れ
て
い
る
。

新潟県教育界における「学閥J問題（第六回）

一
九
八
七
（
昭
六
ニ
）
年
度
の
新
任
教
頭
の
年
齢
分
布

ー
新
任
教
頭
に
も
制
才
か
ら
日
才
ま
で
十
六
年
の
年
齢
幅
が
｜

79 

し
か
し
い
く
ら
「
研
修
」
を
積
ん
だ
と
こ
ろ
で
管
理
職
へ
の
任
用

検友会5人

。
56 54 42 

新閉会

56 54 52 50 48 46 44 42 
。5人

女教員会

56 54 52 50 48 

〔総 .lt)

I （小学校＋中学校）201 

10 

46 42 
。56 同

。

5人

回54 52 

1987 （昭62）年の新任教頭の派閥別年齢分布

（白ヌキは小学校、斜線は中学校を示す）

ω 48 46 44 
。

56 

第 1図

。
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は
公
正
な
「
自
由
競
争
」
で
は
な
く
、
そ
の
派
閥
の
空
き
ポ
ス
ト
を

め
ぐ
る
完
全
な
「
閥
内
競
争
」
で
あ
り
、
各
派
閥
の
「
有
力
者
」
が

「
生
殺
与
奪
」
の
権
を
握
っ
て
い
る
。
管
理
職
任
用
に
つ
い
て
の
選

考
基
準
や
試
験
結
果
な
ど
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
密
室
の
中
」
で
「
派
閥
の
有
力
者
」
が
そ
の
「
生
殺
与
奪
の
権
」

を
行
政
し
、
派
閥
会
員
を
管
理
・
統
制
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
第
1
図
に
一
九
八
七
（
昭
六
二
）
年
度
の
教
頭
新
任
者
の
派

閥
別
年
齢
分
布
を
示
し
た
。
新
任
教
頭
の
年
齢
に
は
四
一
才
か
ら
五

六
才
ま
で
実
に
十
六
年
の
年
齢
幅
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
分
布
は
注

意
し
て
み
る
と
、
総
計
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
単
峯
性

の
も
の
で
は
な
く
、
五
一
才
に
最
大
の
ピ
l
ク
を
も
ち
な
が
ら
も
四

三
才
に
第
二
の
ピ
l
ク
が
認
め
ら
れ
る
。
乙
れ
は
将
来
の
各
派
閥
の

「
幹
部
候
補
生
」
と
し
て
「
関
内
競
争
」
の
過
程
で
意
識
的
な
「
選

別
」
が
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
を
示
し
、
派
閥
の
組
織
維
持
の
た
め
の

「
幹
部
」
の
「
再
生
産
過
程
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
派
閥
感
覚
」

を
早
く
か
ら
身
に
つ
け
、
「
派
閥
」
に
「
忠
誠
」
を
示
し
、
「
派
閥
」

に
幹
部
に
「
認
め
」
ら
れ
た
者
が
一
足
早
く
「
管
理
職
」
に
な
る
の

で
あ
り
、
乙
れ
で
は
い
く
ら
「
優
秀
な
若
手
新
人
」
を
登
用
し
て
も
、

県
教
育
界
に
「
清
新
の
気
風
」
が
み
な
ぎ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
そ
の

裏
で
長
年
苦
労
し
、
「
派
閥
」
に
「
つ
く
し
て
」
き
て
い
る
の
に
な

か
な
か
管
理
職
に
な
れ
な
い
派
閥
会
員
も
多
数
お
り
、
管
理
職
任
用

の
「
基
準
」
が
明
確
で
な
い
た
め
に
「
閥
内
矛
盾
」
を
生
じ
て
い
る
。

な
お
乙
れ
ら
の
新
任
教
頭
の
う
ち
、
新
潟
大
学
教
育
学
部
出
身
者
は
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「
と
き
わ
会
」
で
は
八
五
名
中
の
七
五
名
、
「
公
孫
会
」
で
は
八

O

名
中
の
六
四
名
、
「
女
教
員
会
」
は
三
名
中
の
二
名
で
、
「
新
陽
会
」

と
「
検
友
会
」
に
は
い
な
い
。
全
体
で
は
一
九
三
名
中
の
一
一
二
名

〈
六
三
筋
〉
に
の
ぼ
る
。

「
管
理
主
事
」
は
各
派
閥
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
？

ー
l
「
公
孫
会
長
」
が
「
校
長
・
教
頭
異
動
案
審
議
資
料
」
の
と

り
ま
と
め
を
「
指
令
」
！
ー

管
理
主
事
は
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
を
は
じ
め
、
そ
の
出
先
機
関

で
あ
る
上
越
、
中
越
、
下
越
の
各
教
育
事
務
所
な
ど
に
置
か
れ
、
人

事
管
理
や
「
学
校
管
理
」
な
ど
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
教
員
の
異
動
や
校
長
・
教
頭
な
ど
へ
の
昇
任
、
教
員
の
新
採
悶

な
ど
教
員
人
事
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
公
正
な
人
事
行
政
を

行
う
上
で
管
理
主
事
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
大
き
い
。
と
乙
ろ
が

新
潟
県
の
義
務
教
育
界
に
あ
っ
て
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
県
教
育
庁

の
義
務
教
育
関
係
の
管
理
主
事
は
全
員
が
各
派
閥
の
指
定
席
に
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
管
理
主
事
を
置

い
て
い
る
新
潟
市
、
長
岡
市
、
柏
崎
市
、
小
千
谷
市
、
十
日
町
市
教

委
の
管
理
主
事
に
も
派
閥
の
「
指
定
席
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
管

理
主
事
を
置
か
な
い
市
町
村
教
委
に
あ
っ
て
は
、
学
校
教
育
課
長
が

人
事
行
政
の
「
実
務
」
を
担
当
し
て
い
る
が
、
か
な
り
の
市
町
村
教

育
委
員
会
に
お
い
て
「
学
校
教
育
課
長
」
も
各
派
閥
の
「
指
定
席
」
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に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
越
市
、
新
井
市
、
糸
魚
川
市
、
柏
崎

市
お
よ
び
青
海
町
の
各
教
育
委
員
会
の
「
学
校
教
育
課
長
」
は
「
公

孫
会
」
の
「
指
定
席
」
に
、
ま
た
三
条
市
、
加
茂
市
、
燕
市
、
見
附

市
、
栃
尾
市
は
「
と
き
わ
会
」
の
「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い
る
。
と

く
に
「
公
孫
会
」
は
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
お
よ
び
上
越
、
中
越
、

下
越
の
各
教
育
事
務
所
の
す
べ
て
に
「
管
理
主
事
」
の
「
指
定
席
」

を
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
管
理
主
事
「
自
身
」
の
「
任
用
」
は
そ
れ
が
各
派
閥
の

「
指
定
席
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
実
質
的
に
は
各
派
閥
が
「
閥
内

選
考
」
に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
る
。
乙
の
よ
う
に
し
て
任
用
さ
れ
た

「
管
理
主
事
」
は
、
各
派
閥
の
命
を
・
つ
け
て
、
文
字
通
り
「
派
閥
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と
し
て
各
派
の
「
方
針
」
に
も
と
づ
い
た
人
事
行

政
の
「
実
務
」
を
公
教
育
の
場
で
行
っ
て
い
る
。
校
長
や
教
頭
の
昇

任
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
候
補
者
の
決
定
は
し
ば
し
ば
公
教
育
の
機
構

を
は
な
れ
て
管
理
主
事
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
お
り
、

派
閥
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
「
管
理
主
事
」
は
そ
の
「
決
定
」

に
従
っ
て
仕
事
を
す
る
「
実
務
代
行
屋
」
に
す
ぎ
な
い
乙
と
も
多
い
。

以
上
の
よ
う
な
「
派
閥
の
指
令
」
と
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て

の
「
管
理
主
事
」
の
「
役
割
」
を
具
体
的
な
資
料
に
も
と
づ
い
て
み

て
み
よ
う
。
資
料
1
（
次
頁
）
は
「
公
孫
会
長
」
が
「
公
孫
会
」
の

各
支
部
長
に
「
校
長
・
教
頭
異
動
案
審
議
資
料
」
を
と
り
ま
と
め
、

そ
れ
を
県
教
育
庁
、
お
よ
び
上
越
、
中
越
、
下
越
の
各
教
育
事
務
所

に
「
配
置
」
さ
れ
た
「
公
孫
会
」
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
送
付
す
る
よ

新潟県教育界にお貯る「学閥J問題（第六回〉Br 

う
に
「
指
示
」
し
た
文
書
で
あ
る
。
ち
な
み
に
乙
の
「
審
議
資
料
」

は
派
閥
の
「
内
部
資
料
」
で
は
な
く
、
校
長
・
教
頭
の
異
動
に
か
か

わ
る
公
的
な
資
料
で
あ
り
、
派
閥
の
支
部
を
通
じ
て
、
「
公
孫
会
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
の
も
と
に
は
特
定
の
私
的
集
団
で
あ
る
「
公
孫
会
」

に
加
入
し
て
い
る
教
員
の
異
動
資
料
が
他
の
教
員
の
も
の
と
区
別
さ

れ
て
集
約
さ
れ
る
乙
と
に
な
る
。
乙
れ
は
「
良
識
あ
る
研
修
団
体
」

を
標
梼
す
る
私
的
団
体
の
公
教
育
へ
の
「
限
り
な
く
け
じ
め
の
な
い
」

介
入
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
公
教
育
が
私
的
な
団
体
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
て
い
る
乙
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
乙
の
問
題
は
一
九
八
四

（
昭
五
九
）
年
三
月
の
新
潟
県
議
会
に
お
い
て
福
島
富
議
員
（
共
産
）

に
よ
っ
て
追
及
が
な
さ
れ
た
が
、
乙
の
質
問
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

自
民
党
の
あ
る
県
会
議
員
か
ら
「
私
の
地
元
の
学
校
に
優
秀
な
教
員

を
配
置
し
て
く
れ
る
よ
う
に
教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
て
も
ダ
メ
だ

っ
た
が
、
学
閥
の
会
長
に
頼
ん
だ
ら
す
ぐ
実
現
し
た
。
県
教
育
委
員

会
は
本
来
や
る
べ
き
乙
と
を
や
ら
ず
、
学
閥
の
う
え
に
あ
ぐ
ら
を
か

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発
言
ま
で
と
び
だ
し
た
。

「
耳
に
す
る
こ
と
・
思
う
こ
と
」
と
「
と
き
わ
の
心
」

l
lあ
る
派
閥
幹
部
・
派
閥
会
員
の
「
派
閥
感
覚
」
｜
｜

以
上
の
よ
う
な
「
閥
内
競
争
」
の
な
か
で
、
派
閥
会
員
に
は
、
と

く
に
派
閥
に
対
し
て
「
忠
誠
」
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
特

殊
な
「
派
閥
感
覚
」
が
身
に
つ
い
て
い
く
。
そ
れ
は
教
育
の
場
に
お
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4. 年齢は昭和59年3月31日現在とする乙と。

5. 免許状その他必要事項を正確に記入する乙と。

／小上

。審議資料右上の ( 中中越

＼養下

＼

1
lノ

の番 は2己入しない乙と。

。黒インキを使用する乙と。

策審議資料用紙及び記入参考例は2部同封してあります。貨支部内必要枚数をコピーの上

配布して下さい。 ( 1名につき 2枚配布〉

小上

校長・教頭異動案審議資料 中 中越

養下 番の

現任校 職名 氏 名 年齢 生年月日

.................... .. ，唱・－・・・ 司・咽・・‘・F唱．，．，．．．，司・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃.....・・・・・咽...・．．．，

現勤／全勤 へ勤年 所有免許状 生活根拠地 現 住 所

／ 

出身校

年月

経

歴 主

の な

大
経

要
歴

護繍
． 
繍実

殊事事特



83 新潟県教育界における「学閥」問題（第六回）

＜資料1>
昭和58年9月27日

各支部長殿

公 孫 、会会長笠井永吉

校長・教頭異動案審議資料の提出について

乙の乙とについて、下記のとおり別紙資料を作成し、ご提出くださるようお願いいたし

ます。

I 校長・教頭異動案審議資料の整理手順と日程について

1. 各支部は、現職校長・現職教頭・現職主事（本庁・事務所・地区・センター・地教

委）及び58年度校長面接者・教頭面接者全員の資料〈各人2枚記入）を 12月 13 

日までにとりまとめる乙と。

2. 各支部でとりまとめたものを

上越教育事務所管内支部長は→直江津支部長に

中越教育事務所管内支部長は→長岡支部長に

下越教育事務所管内支部長は→新潟支部長に

1 2月 16日までに送付する乙と。

3. 直江津・長岡・新潟の各支部長は、次のIll～（5)fC分類してまとめ、2部作成する。そのう

ち1部は、事務所の管理主事（上越は00管理課長、中越は口口管理課長、下越はム

ム管理主事）に、 1部は本庁用として××管理主事に 12月20日までに送付する乙と。

(1）現職校長（2）現職教頭（3）現職主事（4）校長面接者（5殿頭面接者なお、 (1）・（2)

・（3）・（4）・（5）の項目ごとの整理方法は、県教職員名簿の目次にある郡市II慣に、しかも

郡市内の学番JI聞に、小学校・中学校・特殊教育諸学校別に、校長・教頭・主事・校長

面接者・教頭面接者の順にまとめるものとする乙と。

@ 1. 乙の審議資料は、そのまま県教育長に提出するので、とじないで提出してく

ださい。

2. ど多用のと乙ろですが、日程を確認のうえ、確実など処理を願います。

3. 部外秘を厳守され、該当者にもとの旨を徹底してください。

II 校長・教頭異動案審議資料記入上の留意点について

（下記の点に注意し、別紙参考例を参照の上記入する乙と。）

1. 出身校・年月のらん

(1) 高田分校修了者は、新潟大学教育学部 2年修了と記入する乙と。

(2) 後期卒業者は、新潟大学教育学部卒業と記入する乙と。

(3) 通信教育等でそれ以上の学歴を有するものは、その学校・学部名を記入する乙と。

（高田分校名は出さないようにする乙と。）

2. 研究業績のらん

公の書類であるから、公孫研究助成関係・組合関係のものは記入しない乙と。

3. 特殊事情のらん

絶対に記入しない乙と。
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け
る
民
主
主
義
的
原
則
に
「
鈍
感
」
に
な
り
、
や
が
て
そ
れ
を
否
定

し
、
派
閥
の
行
っ
て
い
る
・
き
わ
め
て
自
明
な
不
正
行
為
を
是
認
し
、

派
閥
に
属
さ
な
い
教
員
や
批
判
者
を
平
気
で
差
別
し
、
現
今
の
上
意

下
達
的
な
管
理
体
制
を
無
批
判
に
容
認
し
、
管
理
職
に
な
る
た
め
に

有
利
に
な
る
乙
と
が
ら
と
「
不
利
」
に
な
る
こ
と
が
ら
と
を
嘆
覚
で

も
っ
て
か
ぎ
わ
け
る
「
感
覚
」
で
あ
る
。
「
派
閥
感
覚
」
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
る
か
、
次
に
具
体
的
な
文
章
の
な
か
に
み
て
み
よ
う
。

「
女
教
員
会
」
副
会
長
藤
野
キ
エ
氏
（
新
井
市
立
長
沢
小
学
校
長
）

は
「
耳
に
す
る
乙
と
・
思
う
乙
と
」
と
題
し
て
「
新
潟
県
女
教
員
会

報
」
第
四
四
号
（
一
九
八
五
年
七
月
三
十
日
付
）
に
次
の
よ
う
な
「
随

想
」
を
寄
せ
て
い
る
。

「
生
の
話
は
注
目
視
さ
れ
や
す
い
が
、
抽
象
的
な
話
は
一
般
論
と

し
て
葬
ら
れ
や
す
い
。
そ
乙
で
生
の
声
を
二
・
三
述
べ
て
一
考
の
糧

と
し
た
い
。

男
子
校
長
先
生
方
と
の
会
話
、

A

「
ゃ
あ
元
気
か
ね
。
女
教
員
会
の
仕
事
も
あ
っ
て
大
変
だ
ね
。
県

下
半
数
が
女
教
師
だ
か
ら
、
管
理
職
も
半
数
が
女
性
で
も
い
い
の

に
ね
え
。
」

B
「
教
頭
は
一
応
研
究
主
任
や
教
務
主
任
を
経
験
し
な
い
と
困
る
ね

え
。
教
育
課
程
が
ど
う
い
う
も
の
か
：
：
：
な
ど
。
」

ー
「
そ
う
で
す
ね
。
女
教
員
も
力
量
の
あ
る
人
は
、
ど
ん
ど
ん
教
務

主
任
に
登
用
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
」

A

「
し
か
し
女
の
人
は
す
ぐ
辞
退
し
て
し
ま
う
か
ら
：
：
：
」
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女
性
の
美
徳
と
片
付
け
ら
れ
る
乙
と
だ
ろ
う
か
？

文
あ
る
校
長
先
生
と
の
会
話
、

C

「
O
O役
員
の
推
薦
を
頼
ま
れ
た
が
、
当
校
女
教
師
の
だ
れ
が
い

い
と
思
い
ま
す
か
。
」

I
「
D
先
生
は
ど
う
で
す
か
。
」

c
「
あ
の
人
は
女
教
員
会
に
入
っ
て
い
な
い
。
自
分
た
ち
の
会
を
盛

り
上
げ
研
修
し
よ
う
と
す
る
者
で
な
い
と
。
自
分
だ
け
い
く
ら
一

生
懸
命
や
っ
て
も
ね
え
。
」

自
分
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
女
教
員
と
し
て
互
い
に
高
め
合
う
、

会
の
活
動
の
で
き
る
者
を
教
育
界
は
求
め
て
い
る

l
l
。
9

己
を
捨

て
て
人
を
生
か
す
’
精
神
は
、
特
に
児
童
育
成
に
あ
た
る
教
師
に
必

要
で
あ
ろ
う
。
女
教
員
会
は
、
そ
れ
を
培
う
場
と
し
て
大
き
な
役
割

を
持
っ
て
い
る
。
『
女
教
員
と
し
て
結
束
し
、
向
上
し
な
け
れ
ば
！
』

ひ
と
し
お
思
う
乙
の
頃
で
あ
る
。
」

乙
乙
に
は
「
派
閥
感
覚
」
の
一
端
が
よ
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
「
と
き
わ
会
員
」
の
一
人
は
「
と
き
わ
会
と
私
」
と
題
し
て
、

「
本
校
に
勤
務
し
て
二
年
目
。
生
徒
数
九
十
七
名
。
全
校
三
学
級
の

小
規
模
校
で
加
茂
の
市
街
地
か
ら
信
濃
川
に
隔
て
ら
れ
た
農
村
地

帯
。
の
ん
び
り
と
し
た
地
域
性
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
生
徒
。
職

員
も
十
一
名
で
ほ
と
ん
ど
の
教
科
が
全
校
生
徒
を
一
人
で
教
え
る
た

め
に
教
科
部
会
も
聞
け
な
い
。
し
か
も
と
き
わ
会
員
も
私
一
人
の
た

め
校
内
で
の
研
修
や
話
し
合
い
も
出
来
な
い
。
」
な
ど
と
の
べ
て
い
る

〈
『
と
き
わ
会
創
設
二

O
周
年
記
念
誌
』
、
一
九
八
三
年
、
と
き
わ
会
〉
。
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前
掲
書
で
勝
又
忠
平
氏
（
現
在
佐
渡
・
外
海
府
小
学
校
長
、
前
下
越
教
育

事
務
所
指
導
主
事
）
は
「
と
き
わ
の
心
」
と
題
し
て

「
と
き
わ
会
と
は
：
：
：
？
新
卒
で
赴
任
し
た
学
校
の
校
長
先
生
に

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
、
明
確
な
目
的
意
識
も
な
し
に
入
会
し
て
し
ま
っ

た
私
に
、
と
き
わ
の
何
た
る
か
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
大
先
輩

の
遠
藤
稔
先
生
で
し
た
。

十
五
年
ほ
ど
前
、
新
潟
の
越
路
荘
で
八
起
の
総
会
（
凶
一
九
六
O

年
と
き
わ
格
付
年
度
卒
の
「
と
き
わ
会
」
の
「
周
期
会
」
。
約
百
五
十
有
）

を
聞
い
た
時
の
乙
と
で
す
。
懇
親
会
も
宴
た
け
な
わ
と
な
り
雰
囲
気

が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
乙
ろ
、
私
は
来
賓
の
一
人
と
し
て
お
い
で
く

だ
さ
っ
て
い
た
遠
藤
先
生
（
凶
当
時
と
き
わ
会
会
長
）
の
所
へ
一
杯
お

注
ぎ
し
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
気
持
ち
よ
く
受
け
て
く
だ
さ
り
、

そ
し
て
、
一
面
識
も
な
か
っ
た
私
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す。
先
生
、
あ
ん
た
ね
。
学
校
の
乙
と
で
も
、
自
分
の
生
活
の
乙
と
で

も
、
一
人
で
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
図
っ
た
乙
と
が
で
き
た
ら
ど
う

す
る
ね
。

l
l
は
っ
、
校
長
等
上
司
に
相
談
し
ま
す
。

う
ん
、
そ
れ
も
い
い
な

l
l
。
そ
れ
か
ら
ど
う
す
る
や
。

ー
ー
は
で
上
司
の
命
令
に
従
い
ま
す
。

あ
ん
た
ね
。
上
司
・
上
司
な
ん
て
ば
っ
か
言
っ
て
る
け
ど
、
何
で

同
級
の
乙
と
を
考
え
ね
ん
だ
や
。
期
（
闘
『
と
き
わ
会
』
の
『
同
期

会
』
、
乙
の
場
合
は
『
八
起
会
』
の
乙
と
。
）
で
助
け
合
っ
て
乙
そ
力
に
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な
る
ん
だ
て
。

忘
れ
る
乙
と
の
で
き
な
い
遠
藤
先
生
の
お
言
葉
で
し
た
。

乙
の
教
え
を
受
け
て
以
来
、
私
は
自
分
な
り
に
全
力
で
子
供
と
取

組
み
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
完
全
燃
焼
し
よ
う
と
努
力
す
る
心
の
張

り
を
持
つ
乙
と
が
で
き
ま
し
た
。
『
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
仲
間
が

い
る
』
と
い
う
実
感
が
そ
う
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

八
起
会
も
ま
も
な
く
二
十
五
周
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、
百
五

十
余
の
仲
間
は
心
を
繋
ぎ
合
い
、
よ
り
ょ
い
と
き
わ
人
と
し
て
の
あ

り
方
を
求
め
て
研
き
合
っ
て
い
ま
す
。
自
分
な
り
に
つ
か
ん
だ
『
と

き
わ
の
心
』
を
後
輩
に
伝
え
て
い
く
乙
と
が
鮮
の
中
で
育
て
て
も
ら

っ
た
我
々
の
努
め
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
」

と
の
べ
て
、
「
と
き
わ
の
心
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
説

明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
公
孫
会
」
に
あ
っ
て
も
「
明
日
を
担
う
人
々
で
あ
る
若
き
会
員

諸
氏
へ
期
待
を
乙
め
た
提
一
言
己
の
一
つ
と
し
て
あ
る
公
孫
会
員
は
「
そ

れ
は
会
う
乙
と
か
ら
始
ま
る
」
と
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
（
『
公

孫
樹
下
の
八
十
年
（
終
章
明
日
を
ひ
ら
く
公
孫
会
）
』
、
一
九
八
二
年
、

公
孫
会
）
。

「
（
前
略
）
そ
れ
に
し
て
も
、
県
内
千
百
を
超
え
る
小
、
中
、
高
、

盲
、
聾
、
養
、
大
学
に
散
在
す
る
同
期
生
を
、
一
体
感
を
も
っ
た
組

織
と
し
て
ま
と
め
る
乙
と
は
、
そ
う
簡
単
な
乙
と
で
は
な
い
。

組
織
を
ま
と
め
る
に
は
、
ま
ず
繰
り
返
し
顔
を
合
わ
せ
る
乙
と
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
は
年
次
の
中
心
に
な
る
人
が
、
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数
多
く
会
合
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
我
々
の
年
次
を
振
り

返
っ
て
み
て
も
、
年
間
六
十
回
も
打
合
せ
会
や
研
修
会
を
聞
い
た
。

六
日
に
一
回
は
会
っ
て
い
た
勘
定
に
な
る
。
乙
れ
が
会
の
結
束
を
強

固
な
も
の
に
し
た
。
次
に
大
切
な
乙
と
は
、
全
員
が
何
ら
か
の
形
で

会
の
企
画
、
運
営
に
タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
乙
と
で
あ
る
。

会
の
た
め
に
何
か
を
や
っ
た
と
い
う
気
持
ち
は
、
お
互
い
の
一
体
感

を
強
固
に
す
る
。

人
は
、
繰
り
返
し
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
と
、
不
思
議
な
も
の
で
、

ま
た
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
る
。
ま
た
、
一
緒
に
飲
み

た
い
と
思
う
。
そ
ん
な
年
次
の
会
を
作
り
、
そ
の
中
で
お
互
い
が
成

長
し
て
い
き
た
い
。
」

乙
れ
ら
の
「
随
想
」
に
そ
の
一
端
が
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
派
閥
」

感
覚
は
、
学
校
に
「
派
閥
」
の
論
理
を
も
ち
乙
み
、
「
卒
業
年
次
」

に
よ
る
「
上
下
の
序
列
」
を
も
ち
乙
み
、
管
理
職
に
よ
る
「
命
令
系

統
」
を
内
側
か
ら
補
強
し
、
教
育
的
に
み
て
有
意
義
で
あ
る
か
ど
う

か
を
不
問
に
し
て
、
精
神
主
義
的
な
「
使
命
感
」
の
も
と
で
、
と
も

か
く
「
モ
l
レ
ツ
」
に
忙
し
く
働
く
乙
と
を
「
美
徳
」
と
す
る
気
風

を
も
ち
乙
み
、
学
校
の
民
主
的
運
営
や
民
主
的
教
師
集
団
の
形
成
を

阻
害
し
、
ま
た
「
労
働
強
化
」
を
助
長
し
て
い
る
。
今
、
学
校
の
管

理
強
化
と
労
働
強
化
が
著
し
く
強
ま
っ
て
い
る
中
で
、
教
師
の
民
主

的
団
結
に
よ
っ
て
学
校
・
教
師
・
子
ど
も
が
活
力
を
と
り
も
ど
し
、

労
働
強
化
に
よ
る
健
康
・
生
活
破
壊
か
ら
教
師
が
人
間
ら
し
い
生
活

を
と
り
も
ど
す
乙
と
は
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
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は
「
派
閥
の
力
」
に
は
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

「
マ
ル
共
」
l
l
「
批
判
者
」
へ
の
「
攻
隼
」
の
常
套
手
段

l
l戦
前
の
暗
黒
時
代
を
思
わ
せ
る
「
反
共
」
攻
撃
l
l

「
派
閥
」
は
今
ま
で
み
た
よ
う
に
、
新
潟
県
教
育
界
に
お
い
て
不

当
で
無
法
な
利
権
支
配
と
差
別
を
お
乙
な
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
「
教

育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
乙
と
な
く
、
国
民
全
体
に
対
し
直
接

に
責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
の
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
教
育
基

本
法
第
一

O
条
第
一
項
を
あ
か
ら
さ
ま
に
ふ
み
に
じ
っ
て
い
る
。
ま

た
利
権
支
配
と
う
ら
は
ら
の
関
係
を
な
し
て
い
る
派
閥
に
属
さ
な
い

教
員
や
女
性
教
員
な
ど
に
対
す
る
差
別
は
「
法
の
下
の
平
等
」
を
定

め
た
憲
法
第
十
四
条
「
す
べ
て
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
文
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
文
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
よ
と
い
う
精

神
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
も
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
「
派
閥
の
有
様
」

は
憲
法
や
教
育
基
本
法
に
具
現
さ
れ
た
民
主
教
育
の
理
念
・
原
則
と

あ
い
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
乙
の
よ
う
な
「
派
閥
の
有
様
」
や
行
為
に
つ
い
て
の
批

判
は
「
派
閥
の
力
」
の
前
に
「
タ
ブ
l
」
視
さ
れ
、
「
批
判
者
」
に

対
し
て
は
「
マ
ル
共
」
（
マ
ル
キ
ョ
l
）
と
い
う
名
の
「
反
共
」
攻

撃
で
乙
れ
に
応
え
て
き
た
。
「
マ
ル
共
」
と
い
う
の
は
派
閥
内
部
の

隠
語
で
あ
っ
て
「
共
産
党
」
を
意
味
し
、
そ
の
内
部
資
料
に
＠
と
「
書
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き
乙
む
」
と
乙
ろ
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
マ
ル
共
」
よ

ば
わ
り
は
「
派
閥
」
が
批
判
に
対
し
て
ま
と
も
に
答
え
え
な
い
と
き

の
「
反
論
」
の
「
常
套
手
段
」
で
あ
り
、
彼
等
の
反
民
主
主
義
的
本

質
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま
た
新
教
組
組
合
役
員
選
挙
の
際
に
も
、

そ
の
最
終
盤
に
な
る
と
「
反
主
流
派
」
を
「
攻
撃
」
す
る
た
め
の
「
反

共
ピ
ラ
」
が
「
主
流
派
」
に
よ
っ
て
毎
年
、
配
布
さ
れ
る
。
し
か
し

新
潟
県
に
い
ま
だ
「
根
強
く
」
残
存
す
る
「
反
共
風
土
」
を
背
景
に

し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
反
共
」
攻
撃
は
多
く
の
良
心
的
な
人
々
を
「
た

じ
ろ
」
が
せ
、
沈
黙
さ
せ
、
彼
等
の
利
権
支
配
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、

ま
た
新
潟
県
に
お
け
る
教
育
の
民
主
的
発
展
を
阻
止
す
る
の
に
「
切

札
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

戦
前
、
「
と
き
わ
会
」
や
「
公
孫
会
」
は
侵
略
戦
争
と
軍
国
主
義

教
育
に
積
極
的
に
加
担
し
、
多
く
の
教
え
子
を
戦
場
に
お
く
り
、
戦

死
さ
せ
た
。
乙
の
暗
黒
時
代
に
は
共
産
主
義
者
や
社
会
主
義
者
の
み

な
ら
ず
、
「
自
由
主
義
者
」
や
少
し
で
も
侵
略
戦
争
に
反
対
し
た
り
、

非
協
力
の
態
度
を
「
表
明
」
し
た
良
心
的
な
人
々
は
「
治
安
維
持
法

違
反
」
な
ど
で
乙
と
ご
と
く
弾
圧
さ
れ
、
投
獄
さ
れ
た
（
本
連
載
第

四
回
参
照
）
。
そ
れ
で
も
「
体
を
張
っ
て
」
侵
略
戦
争
や
軍
国
主
義

教
育
、
ま
た
、
そ
れ
に
加
担
す
る
学
閣
の
教
育
支
配
に
反
対
し
た
人

々
が
新
潟
県
の
教
師
の
先
達
の
な
か
に
も
い
た
の
で
あ
る
。

「
反
共
風
土
」
は
こ
の
よ
う
な
天
皇
制
権
力
に
「
抵
抗
」
す
る
乙

と
が
ど
れ
ほ
ど
き
び
し
い
弾
圧
の
対
象
に
な
っ
た
か
と
い
う
「
歴
史

の
現
実
」
と
、
天
皇
中
心
の
「
皇
国
史
観
」
に
根
ざ
し
た
「
歴
史
の
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虚
構
」
に
も
と
づ
く
戦
前
の
「
教
育
」
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
人

々
の
「
意
識
」
に
そ
の
源
流
を
も
っ
て
い
る
。
戦
後
、
侵
略
戦
争
の

反
省
の
上
に
た
っ
て
、
教
育
に
お
い
て
も
憲
法
や
教
育
基
本
法
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
民
主
教
育
の
原
則
が
確
立
さ
れ
、
ま
た
憲
法
第
十
九

条
に
は
「
思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
乙
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な

い
。
」
と
「
思
想
と
良
心
の
自
由
」
が
明
記
さ
れ
た
。
「
派
閥
」
が
そ

の
批
判
者
へ
の
「
反
撃
」
と
し
て
、
い
ま
だ
に
「
反
共
」
攻
撃
を
常

套
手
段
と
し
て
い
る
乙
と
は
、
歴
史
と
民
主
主
義
へ
の
無
知
と
そ
の

後
進
性
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
〈
つ
づ
く
〉

表
紙
絵
に
つ
い
て

東
大
畑
通
り
の
新
潟
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
。
外
人
神
父
さ
ん
の
熱
意
で

昭
和
二
年
九
月
に
建
築
さ
れ
た
と
い
う
。
乙
の
時
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が

入
っ
た
。
お
そ
ら
く
県
で
初
め
て
で
は
あ
る
ま
い
か
。

空
に
向
っ
て
背
伸
び
を
す
る
様
な
二
本
の
塔
、
十
数
メ
ー
ト
ル
の
先

端
に
は
十
字
架
。

七
月
に
訪
れ
た
私
は
、
不
思
議
な
感
じ
が
し
た
。
部
会
の
真
ん
中
に

在
っ
て
物
音
が
し
な
い
。
新
潟
の
目
抜
き
通
り
か
ら
ほ
ん
の
わ
ず
か
。

消
防
局
の
真
後
ろ
に
位
置
す
る
の
に
。
こ
ん
も
り
繁
る
樹
々
に
は
蝉
が

鳴
い
て
い
た
。
そ
ん
な
中
に
幼
稚
園
や
保
育
園
が
あ
る
。

私
は
当
教
会
の
色
に
淡
い
ト
キ
色
を
見
つ
け
た
。
空
と
樹
木
と
歴
史

の
色
と
が
交
錯
し
て
、
微
妙
な
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。

（
桑
名
義
夫
）


